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 は じ め に
　最終講義の１コマの課題を本年たいへんに
注目を集めているNHKの大河ドラマ「天地
人」にあやかって、「地・人」としました。か
ねて最終講義は「採択されなかった私の科研
費申請題目一覧」と口走ったこともあり、ま
た近年、人文学部の改組で人間文化講座に「人
間共生コース」が構成されたことから「共生」
について述べることにも少なからずの義務を
感じていたのですが、いずれも準備不足でし
た。私の「共生」体験はモンゴルの草原で数
ケ月間牧民の生活を垣間見る機会があって、
木のない土地で燃料とする牛の糞のみわけが
つくようになった程度であります（共生につ
いてAGORA, 38－１）。余談ながら、「地・人」
の「愛」について；直江兼続の兜の前立ての
愛の一字がたいへんな話題になっていますが、
それは現代人のかってな誤解であって、上杉
ゆかりの仁愛の記述があっても、生死にかか
わる戦の兜にはやはり神仏加護を祈った、愛
宕山大権現のほうがはるかに蓋然性がありま
す。片倉小十郎の兜の前立ては愛宕山大権現
守護所であります。
１． 地理学の構成
　　　　――なぜ自然系が人文学部に
　地理学の講座は、国によって、わが国内で
も大学によって、自然系にあったり人文系に
あったりします。純粋の自然地理学も純粋の
人文地理学も、専門細分化が進んでチリチリ
バラバラといわれて久しい地理学にあって、
やはり共通項は「人間の営みと自然環境のか
かわり」を考えることにあります。まさに「地・
人」のナカグロにあたります。私ははじめ純
粋自然地理、そのなかの純粋地形学ではじま
り、おわりに少し「人」にかかわったという
ことになります。本日はその軌跡を述べたい
と考えました（表１）。地理学は自然・人文と
も「地図」という共通の道具を使います。今
日までに出会ったり作ったりした地図のいく
つかについても紹介したいと思います。
２．（はじまり） 地貌の説明から地形変化速
度論へ
　はじめは宮城県北部から岩手県南部の丘陵
地で、かつて陸前準平原とよばれたところの
調査でした。土地が長い間侵蝕されつづける
と終には低く起伏の小さな土地になる。そこ
が再び隆起すると侵蝕が復活して幼年期・壮
年期・老年期・準平原といった地貌の変化を
たどるという「地形輪廻説」があります。こ
の説明の絵は子供にも分かりやすいので日本
では諸外国にくらべて異常によく採用されて、
中高の地図帳にはいまでも取り上げられてい
ます（教材の意味吟味も講義ネタでした）。
陸前準平原は侵蝕の最終段階ではなく、堆積
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地形の名残を反映していることがわかりまし
た｡いずれにしても､隆起する速さ･侵蝕さ
れる速さ･いつから隆起したかといった､そ
れぞれの地域における歴史と地形変化速さの
具体的な検討が始まったのが私の学生時代の
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地形学でした｡個々の活断層の活動史 (周期
性の有無)や地殻変動の速さ論が課題とされ
るようになりました｡その後､四国に職を得
て四国山地や中国山地の調査ができることに
なりました｡中国山地は､教科書で ｢隆起
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（回春） 準平原」の好例とされたところで、小
起伏の地形面の形成時代が周辺の地質から推
測されて（仮定に近い）、それが現在どの高さ
にあるかで山地の隆起速度の分布図が描かれ
た頃でした。しかし、現場で観察すると高原
の上の起伏の小さい地形は地質の堅軟の構造
が反映されていたとか、外国の教科書のあて
はめでない説明ができました。通説（たとえ
ばこのころ日本第四紀学会が日本列島の地殻
変動量図を出版していた）に反するような考
えは（不都合な真実といっても所詮解釈なの
ですが）なかなか受け入れてもらえないよう
に感じました。室戸半島の地殻変動について
も、海岸段丘面（隆起したかつての海底面）
の高さを指標とするものでしたが、従来の説に
異を唱える結果となりました。隆起した潮間帯
の生物遺骸を指標とする手法も新しかったと
思います。単独の科研費はあたりませんでした。
　侵蝕の速さについては、対象の広がり・扱
う時間によってさまざまな手法で検討するこ
とになります（月刊地理 33－３， 1989， p.68所
収の表）。古墳の原型を復元想定して実測図
との差分から約1,500年間の侵蝕量を求めた
り、古墳の周濠の堆積土量を計ったりしまし
た。広い流域の過去数10年間の侵蝕土量は、
貯水池の堆積土量が量られているので逆算で
きます。流域の環境要素（地質、降水量、起
伏量、森林被覆割合など）との関係がつけば、
貯水池のない場所の侵蝕速さも見当がつきま
す。1970年代はまだPC利用がようやくはじ
まった頃（なんと当時の電卓の新製品は√を
開くのに数段階の手作業）でした。1／50,000
地形図を縦横５等分した紙地図で、それぞれ
の格子ごとに地質類型、年間降水量、起伏量
を記入して、重ね合わせて、地質型ごと係数
をかけて足し合わせる作業を手作業で行いま
した。家に持ち帰ってまさに家内手工業で
あったり、学生さん達に手伝ってもらったり、
東北・中四国で約8,000格子はあったでしょう
か。階級模様を墨入れした青焼の格子地図は
いまだ捨てられずにもっています。70年代後
半には表計算ソフトで格子地図を描くこと
（数値を色つき記号に変換）ができるようにな
りましたが、今のように地図にあわせて任意
の縦横比に整えて印刷する機能はありません
でした。しばらくして表の縦横比を調整でき
るアドインソフトが現れました。その間、印
刷は表計算ソフトをすててプリンターと直接
対話が必要だった時代でした。
３．（それから）“災害考古学”との関わり
　考古遺跡との関わりは、私的には低地のわ
ずかな起伏（微地形。洪水時にはわずかな起
伏で浸水深さが異なる）の形成過程を考える
ことで始まりました。従来は単に「洪水のた
びに」といわれていたものを、歴史時間のな
かで説明しようとしました。歴史的に海面が
微変動している（そのため貝塚の分布が移動
した）ことと関連づけてみたわけです。遺跡
の発掘現場をたずねて土層断面をみたり、遺
構の埋まり方を観察したり、考古学研究者と
の対話を始めたのがやはり70年前後です。そ
のうち、遺跡で地震噴砂、洪水、地滑りの痕
跡とまさに犬棒式に遭遇することとなります。
特に山形県内遺跡で、全国に先駆けていくつ
もの地滑り・土石流の痕跡の記載をできたの
は、ちょうど時期的に山岳横断道路の建設が
なされたためです。庄内平野と山形盆地で地
震による地盤の流動化の痕跡を検出できたの
も道路工事・耕地整理にかかわるものでした。
災害が少ないといわれる山形県の内陸盆地で
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も長い時間の目でみれば地震による地盤変形
が検出された所があります。
４．“宇宙からみた考古学”との関わり
　地理学で空中写真を使うことは日常的です
が、人工衛星画像を使うようになったのはこ
こ15年位でしょうか。私は90年代はじめチン
ギスハーンの陵墓探索のプロジェクトの地上
班（モンゴル時代の墓形式がわかっていな
かったのであらゆる遺跡の分布調査）に参加
させていただいて、人工衛星地図を利用する
ことになりました。最小分解能が命で、その
後もSPOT衛星は高価で入手できず、やや安
価なLANDSAT画像は粗いという状況でした。
遺跡探査に本当に実用化できたのは2000年
になってからといえます。山大のペルー、ナ
スカプロジェクトが急に進んだのは、学長裁
量経費で最小分解能0.6mというQuickBird画
像を購入できたことがきっかけでした。私が
ナスカ地上絵に興味をもったのは、実は約
1,500年間の沙漠の地形変化がわかるかもし
れないという下心があったためです。それは
これからの遺跡保全計画の鍵にもなります。
５．地理学のツールとしてのGISとの関わり
　時流に遅れないように小学生用のGISソフ
ト開発、地図投影法（地球表面の球面を平面
に展開するさまざまの工夫）の説明ビデオの
計画とか、ときどきにGIS教材化にかかわり
ました。苦労して投影法説明ビデオができた
頃、高校地理ではゆとり学習のために難しい
投影法は整理されていました。
６．（これまで）応用地形学として地域と
の関わり
　馬見ケ崎川の水を五堰に流すか、河原の潤
いを復活すべきかという「明るい水争い」の
仲裁とか、産業廃棄物最終処分場の安全審査
とか、防災地図作成や活断層以外にも地形学
の立場から地域の問題にも参加させていただ
きました。いまだ気になる課題もあります。
７．これから（略）
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研究業績　本誌10号（2009.３）p. 45-66に掲載
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